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研究成果の概要（和文）：ゲノム編集技術を用いてNCLXノックアウトマウス作成に成功した。一部のホモNCLXノ
ックアウトマウスは低体重、心臓異常、腎臓異常等の表現型が認められた。マウス心臓のランゲンドルフ灌流に
おいて、NCLX阻害剤(CGP-37157)は心拍数を減少させる傾向があった。CGP-37157は、マウス単離心室筋細胞の30
%及び50%活動電位持続時間を延長し、Ca2+トランジエントを増加した。NCLX抑制により筋小胞体Ca2+含量が増加
したためと考えられた。心臓ミトコンドリアの新しい包括的数理モデルを開発し論文発表した。また、ミトコン
ドリア－小胞体連関を考慮した新しい洞房結節細胞数理モデルを開発した。

研究成果の概要（英文）：NCLX-knockout mice were created using the CRISPR-Cas9 method. Some of the 
homo-knockout mice show phenotypes different form wild type mice, such as low body weight, and 
abnormalities of heart and kidney. The Langendorff perfusion of mouse heart with a NCLX blocker 
(CGP-37157) tended to have decreased heart rate. In isolated mouse ventricular myocytes, CGP-37157 
prolonged the 30 and 50% duration of action potential, and augmented the amplitude of Ca2+ transient
 probably due to the increase of SR Ca2+ content. A new comprehensive mathematical model of cardiac 
mitochondria was developed and published. A new mathematical model of sinoatrial cell, which 
contains the Ca2+ interaction between mitochondria and SR, was developed.

研究分野：生理学
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１．研究開始当初の背景 
ミトコンドリア Na+-Ca2+交換体（NCLX）は、
ミトコンドリアからの Ca2+排出を担うタンパ
クである。松岡はこれまでに、NCLX はミトコ
ンドリア内 Ca2+量を制御するのみならず、ミ
トコンドリアから筋小胞体・小胞体（（筋）
小胞体）への Ca2+供与体として働き、（筋）小
胞体 Ca2+量を調節する役割があることを、リ
ンパ球及び心房筋由来培養心筋細胞（HL-1 細
胞）で発見した（ミトコンドリア－筋小胞体
連関）。ミトコンドリア－筋小胞体連関を
NCLX ノックダウンによって抑制すると、HL-1
細胞の自発的 Ca2+トランジエントの立ち上が
りが緩やかになり、拍動が遅くなった。また、
ミトコンドリア ATP 合成の約 20%程度が Ca2+

によるミトコンドリア代謝制御に依存する
ことを、数理モデル解析から見積もっている。
それ故、ミトコンドリア－筋小胞体連関の破
綻は、心臓のエネルギー代謝や自動能にも強
く影響すると予想された。 

 
２．研究の目的 
本研究はこれまでの成果をさらに発展さ
せ、正常及び異常心臓リズム発生やエネルギ
ー代謝制御におけるミトコンドリア－筋小
胞体連関の役割とそのメカニズムを解明す
ることを目的とする。そのために、in vitro
及び in situ での心筋細胞、心筋組織解析と
全身ならびに心臓特異的 NCLX ノックアウト
マウス解析を行うとともに、数理モデル解析
により実心臓における役割を演繹的に予測
する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、薬理学的手法や、全身ならび
に心臓特異的 NCLX ノックアウトマウスを用
いた実験と、数理モデル解析を組み合わせた
フィジオーム研究によって、ミトコンドリア
－筋小胞体連関による心臓リズム調節とエ
ネルギー代謝調節のメカニズムと役割を包
括的に解明する。 
(1) NCLX ノックアウトマウスの作成・解析 
NCLX（slc24a6）をコンディショナルにノ
ックアウトすることが可能な ES 細胞を用い
て全身 NCLX ノックアウトマウスとタモキシ
フェンで誘導される心臓特異的 NCLX ノック
アウトマウスを作成した。また、CRISPR-Cas9
技術によるゲノム編集により NCLX ノックア
ウトマウスを作成した。 
(2) NCLX 機能解析 
ランゲンドルフ灌流装置を用いて、マウス
心臓の心拍数、左心室圧、灌流圧を測定した。 
コラゲナーゼ等を用いてマウス心臓から
心室筋細胞を単離し、パッチクランプ法によ
り活動電位を測定した。細胞質に Ca2+蛍光色
素（Cal-520,AM）を負荷して EM-CCD camera
を用いて Ca2+トランジエントを測定した。 
(3) マウス及びヒト心筋細胞数理モデル構
築・解析 
数理モデルは java または C#を用いて、各

要素をクラスに分けて記述するオブジェク
ト指向プログラミングで開発を行った。連立
微分方程式は 4次のルンゲクッタ法を用いて
解を得た。 
 
４．研究成果 
(1) NCLX ノックアウトマウスの作成・解析 
NCLX（slc24a6）をコンディショナルにノ
ックアウトすることが可能な ES 細胞を、The 
European Conditional Mouse Mutagenesis 
Program（EUCOMM）から購入し、全身 NCLX ノ
ックアウトマウスとタモキシフェンで誘導
される心臓特異的 NCLX ノックアウトマウス
の作成を行った。全身 NCLX ホモノックアウ
トマウスにおいては、NCLX mRNA の著明な減
少（約 90％）を確認した。しかしながらウェ
スタンブロットでは、NCLX タンパク発現の有
意な減少は確認できなかった。全身状態、心
臓超音波検査、心拍数、ミトコンドリアから
の Ca2+排出能においても、野生型マウスとの
間に著明な差異は認められなかった。タモキ
シフェン誘導心臓特異的 NCLX ノックアウト
においては、タモキシフェン投与により、
NCLX mRNA は約 80％減少したが、NCLX タンパ
ク発現の有意な減少は確認できなかった。
NCLX mRNA 減少にも関わらず NCLX タンパク発
現や機能に有意な低下が見られなかった理
由については、様々な原因が考えられるが特
定には至らなかった。そのため、この ES細
胞を用いた NCLX ノックアウト作成系は断念
し、CRISPR-Cas9 技術によるゲノム編集によ
り NCLX ノックアウトマウスを作成する方法
に切り替えた。この方法で、数種類の NCLX
ノックアウトマウス（ホモ及びヘテロノック
アウト）の作成に成功した。一部のホモ NCLX
ノックアウトマウスは低体重、心臓異常、腎
臓異常等の表現型が認められ、NCLX の重要性
が示唆された。詳細な機能解析を継続して行
っている。 
 
(2)NCLX 機能解析 
市販されている抗 NCLX 抗体は特異性が低
いため、新規にウサギ抗 NCLX ポリクローナ
ル抗体を作成した。この抗体を用いてウェス
タンブロットを行ったところ、NCLX 由来シグ
ナルがマウス心室筋のミトコンドリアに限
局することが確認された。また、凍結割断レ
プリカ法を用いた電子顕微鏡観察において
は、NCLX 由来シグナルのミトコンドリアへの
集積が確認された。 
ランゲンドルフ灌流装置を用いて、マウス
心臓機能（心拍数、左心室圧、灌流圧）に対
するNCLX阻害剤(CGP-37157)の効果を検討し
た。2 – 10 M CGP-37157 を灌流すると、統
計学的に有意差はなかったが、心拍数が減少
する傾向があった。左心室圧と灌流圧に対し
ては影響が見られなかった。 
マウス単離心室筋細胞の活動電位と Ca2+ト
ランジエントに対する CGP-37157 の効果を検
討した。ガラス電極から 2 M CGP-37157 を



細胞内に導入したところ、30%及び 50%活動電
位持続時間の延長と、Ca2+トランジエントの
増加が認められた。NCLX 抑制により筋小胞体
Ca2+含量が増加したための効果であると考え
られた。以上の成果を学会発表した。 
 
(3) マウス及びヒト心筋細胞数理モデル構
築・解析 
心臓ミトコンドリアの Ca2+等のイオン動態、
基質輸送体、エネルギー代謝を包括的に組み
込んだ数理モデルを開発し、論文発表した。
数理モデル解析からは、ミトコンドリア NCLX
が心筋細胞のミトコンドリア Ca2+動態に重要
であることが確認された。また、Ca2+による
ミトコンドリアエネルギー代謝調節は、細胞
質に存在するミトコンドリア代謝基質の組
成に大きく依存することが明らかなった。 
マウス及びヒト心筋細胞（洞房結節細胞、
心室筋細胞）の数理モデルの構築を進めた。
上記の詳細な心臓ミトコンドリア数理モデ
ルを、心室筋細胞の興奮―収縮連関の数理モ
デルと統合した新しい心室筋細胞数理モデ
ルの構築に成功した。ミトコンドリアと細胞
質との間の H+輸送を組み込み、H+バランスを
数値計算することに成功した。この数理モデ
ルを用いて、細胞質 pH調節におけるミトコ
ンドリア代謝とミトコンドリア NCLX の関与
を解析し、学会発表を行った。 
ミトコンドリア－小胞体連関を考慮した
新しい洞房結節細胞数理モデルを開発し、ミ
トコンドリア NCLX 機能と活動電位発生頻度
（すなわち心拍数）との関連を数理解析した。
NCLX を抑制することで、筋小胞体 Ca2+含量が
減少し、いわゆる“Ca2+クロック”機序によ
り活動電位発生頻度が減少すると予測され
た。結果を学会発表した。 
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